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3 宗　　教　　学 ？ 高楠学長の弟子になる方。英国留学者でした。武蔵野女子学院学監、
2 倫　　理　　学 飯田i脅一 本学卒業生。英国ロンドン大学への本学。最初の留学者。





















































































1924（T13） 71 58 22 23 19
1925（T14） 45 45 28 19 24
1926（T15） 34 19
ユ927（S．2） 30 19 27 26
1928（S．3） 43 16 15 24
1929（S．4） 29 14 12 12
1930（S．5） 35 15 10 14
1931（S．6） 36 」9 13 10
1932（S．7） 0 17 15 13
1933（S．8） 13
］934（S．9） 16
出典：入学者数一菊治正治、阪野貢著
　　　r日本近代社会事業教育史研究』
　　　1980、99頁
　　：卒業生数一卒業生名簿
　　：在籍者数一『東洋大学大学一一W
　　　各年版
　　　　T．13，T．14，S．2，　S．3，は12
　　　　月発行
　　　　S．4，S．5，S．7は？月発行
　　　　S．6は9月発行
　　　　丁．10，11，12，15は発行の
　　　　有無も不明
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東洋大学杜会福祉研究　創刊号（2008年7月）
【資料⑦】葛西清童氏覚え書き③④「社会事業科の学生の活動と学内評価」
〈資料　〉　葛西清童氏覚え書き③
社会事業科学生時の活動（在学当時）
（1｝社会事業科学生活動の最大なものは、東洋大学臨海学校であった。
　　先輩より受け継がれた事業で、関寛之教授が校長、田中東宮侍医が校医でした。
　　夏期の三週間、千葉県・神奈川県の海岸の小学校を借用して、小中学生50名位宿泊生活を致し
　　ました。
　　その際、学生は全員参加し、その期間は東洋大学職員の辞令が発令されました。
　※臨海学校は当時の重要行事でその時の校旗（房がつき立派なもの）が関寛之先生のお宅にありま
　　す。先生は亡くなられて遺族の方〔長崎県南高来郡小浜町（六角井戸バス停））が、保管されて
　　居られます。先生の実弟は、本学出身で筑波大学教授であられた関敬吾先生（文博）です。
2｝当時欠食児童が多く、学生が街頭（銀座等）で救済を呼びかけました（昭和5年頃）。
｛3｝教授、卒業生、有識者を交えて社会事業懇談会がf9　2回位ありました（それは、研究発表の紀要
　　の為でした。昭和4～6年頃）。
14）昭和5年頃、卒業生杉村哲夫氏（芝・青松寺住職）を中心に、東洋大学社会事業協会の発会式を、
　　日比谷公会堂で盛んに行いました。趣旨を訴え盛会でした。
㈲　当時の学生は、関教授を中心にして保育学会や、諸教授を中心に哲学堂で、指導を受けました。
（6）その他、様々な思いがあります。
〈資料　〉　葛西清童氏覚え書き④
社会事業科の学内の評価
（1）東洋大学は哲学を中心とした処で、仏教寺院の子弟と教員志望の学生が多く、将来を住職や中等
　　教員を目指した学生の多い集団でした。
2iこのような学生集団の中で社会事業科は、僧侶資格も中等教員（文部省免許）も得られない学科
　　で、何の特典もない所在でした。それで、他の学科との交流も自然と少なくなった。
③　社会事業科は夜間である為、昼間は学生それぞれ何か収入を考えて勉学していましたので、他の
　　学科の学生のように無謀な者はいないようでした。
④　社会事業科学生は他の学科より選ばれた者と云う誇りもあったようです。
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東洋た学社会福祉研究　創「1」号◎008年7月）
【2005（平成17）年度】
4月1日
東洋×学大学院福祉社会デザイン研究科開設、（社会福
祉学専攻、福祉社会システム専攻、ヒューマンデザイ
ン専攻く新設〉）
11月27E］
第1回（通算第5回）大会開催
※「通算第5回」の意味は、1969（昭和44）年ll月の創設
以降、第4回大会まで開催されたことによる。但し、混乱
を避けるため、以後通算回数は使わないこととする。
　プログラムは、下記の通りであった，
10：00～ll：00
「東洋大学・今昔」
古川孝川頁（大学院福祉社会デザイン研究科長・ライフ
デザイン学部教授）
11：00～12：00　キャンパス・ッァー
12：00～12：30　総会
13：30～15：30　大会シンポジウム
テーマ「社会福祉教育90年の歴史とこれからの展望」
司会：高橋重宏（社会学部教授）
シンポジスト：
坂口順治（本学元教授、とげぬき生活館館長）
天野マキ（社会学部教授）
コメンテーター：
山下袈裟男（本学名誉教授）
15：30～17：30　分科会
分科会①1
「地域包括支援センターの権利擁護はソーシャルワーク
支援」
コーディネーター：高山直樹（社会学部教授）
報告者：池田恵利子、本間　穣、袴塚優人
分科会②
「虐待の現状と課題～子ども・障害者・高齢者虐待の現
状、課題、展望」
コーディネーター：佐藤豊道（社会学部教授）
報告者：山田勝美、藤村和静、梶川義人
分科会③
「東洋大学社会福祉学会一第1～4回大会を振り返って、
これからの学会の在り方」
コーディネーター：高橋　宏（社会学部教授）
報告者：高山忠雄、馬場茂樹など
分科会④
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現役学部生・大学院生分科会
コーディネーター1秋元美世1社会学部教授）
報告者：小畑香菜、後藤広史、門美由紀
　第1回大会の参加者は、学生参加を含めて122名．日本
社会事業大学名誉教授・仲村優一先生にもご参加頂き、
和やかな雰囲気の中、有意義な学術交流がもたれた。
　同日の総会で以下の事項を審議し、決定。
●審議事項
（1）会則（案）を承認。
（2）運営組織および役員を選出。
運営組織：
大学院生〔大学院博士後期課程・前期課程〕
役員：
顧問　山下袈裟男先生・坂口順治先生
会長　天野マキ（大学院社会福祉学専攻主任・社会学
部教授）
事務局長　金子光一（社会学部教授）
会計監事　古賀文朗（昭和44年／学部卒）
（3）会計報告と予算案を審議、承認。
●報告事項
会員数　72名　一2006年3月31日現在一
【2006（平成18）年度】
8月4日・5El第2回大会開催
プログラムは下記の通り。
8月4日
9：50～10：00
開会・ガイダンス
開会挨拶：古川孝順（大学院福祉社会デザイン研究科
長・ライフデザイン学部教授）
10：00～20：00
発表・質疑（13名の大学院生の報告が行われた）
8月5日
10二40～12　：00
基調講演「研究と現場とのかかわりについて」
小林良二（社会学部教授）
13二〇〇～13：30　総会
13：40～15：10　シンポジウム
「地域福祉におけるく現場〉とのかかわり」
コーディネーター：加山　弾（社会学部専任講師）
和気康太（明治学院大学助教授）
山本美香（淑徳大学専任講師）
2005～2006年度活動報告
渡邊　隆（中央区立特別養護老人ポーム「マイホーム
新川」介護課長）
15：｛0～17：30　ワークショップ
「高齢者虐待について」
高山直樹（社会学部教授）、坂田伸子（社会学部助手）
15：10～17：30　研究報告
第1分科会⑦
「児童・社会福祉援助」
コーディネーター：高橋重宏（社会学部教授）
報告者：大門俊樹、我謝美佐子、中島健一朗
第1分科会②
「地域福祉」
コーディネーター：須田木綿子（社会学部教授）
報告者：米山宗久、門美由紀、高村弘章
第2分科会⑦
「低所得・公的扶助」
コーディネーター：片平洌彦（社会学部教授）
報告者：後藤広史、柳　愛貞、田村夏実、
第2分科会②
「歴史・制度」
コーディネーター：秋元美世（社会学部教授）
報告者：李　恩心、平塚謙一、小野学、宮嶋淳
第3分科会⑦
「障害」
コーディネーター：藤林慶子（社会学部助教授）
報告者：相馬大祐、清水茂徳、木口恵美子、井上洋一
第3分科会②
「福祉教育」
コーディネーター：森田明美（社会学部教授）
報告者：三宅淑子、岡多枝子
第4分科会
「高齢者」
コーディネーター：天野マキ（社会学部教授）
報告者：越田明子、中村一茂、山浦君枝
　第2回大会は、「研究と現場のかかわり」を大会テーマ
に、約70名の参加（学生を含む）があり、盛況のうちに
終了。また、2日目の総会で以下の事項を審議、決定。
●審議事項
（1）運営組織および各担当理事が選出された。
運営組織：大学院生〔大学院博士後期課程t前期課程〕
役員：
顧問　山下袈裟男先生・坂口順治先生
会長　天野マキ（大学院社会福祉学専攻主任・社会学
部教授）
事務局長　金子光一（社会学部教授）
会計監事　古賀文朗（昭和44年／学部卒）
理事（機関誌担当）
小林良二（社会学部教授）
須田木綿子（社会学部教授）
理事（研究大会担当）
加山　弾（社会学部専任講師）
理事（財務・学会ニュース担当〉
川原恵子（社会学部専任講師）
理事（同窓会担当）
宇留野光子（社会福祉法人芳香会事務局長）
（2）会計報告と予算案が審議、承認された。
（3）機関誌「東洋社会福祉研究』（仮称）の発行に伴う
寄付について承認された。
●報告事項
（1）東洋大学社会福祉学会のホームページを開設。
（2）学会ニュースを発行。
「ニュースレター」第1号（2006年4月4日）
※2006年度は、3月27日に「ニュースレター」第2号を
発行している。
（3）入会者について
会員数　151名　一2006年8月4日現在一
（卒業生会員85名、院生会員51名、教員会員15名）
（事務局長　金子光一）
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東洋大学社会福祉研究　創「1」弓’（2008年7月｝
東洋大学社会福祉学会／会　則
　　　　　　　　第1章総則
（名称）
第1条　本会は東洋大学社会福祉学会と称する、
（事務局）
第2条　本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く・（東京都文京区白山5－28－20）
　　　　　　　　第2章　目　的
（目的）
第3条　本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
（事業）
第4条　本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
　　　　　　　　　第3章　会　員
（会員）
第5条　本会は、次の会員をもって組織する。
1．通常会員
　　東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専
　　任・非常勤）
　　東洋大学の在籍生、卒業生
　　東洋大学大学院の在籍生、修了生
　　本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第6条　入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者
は、本会事務局に通告して退会するものとする。
（会費）
第7条　会員は年会費（5，000円、学部在学生は2，500円）
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する。既納の会費は返済しな
いr、
（会員の権利〉
第8条　会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
L　通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3…　機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5，前項4．における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる。
　　　　　　　　　第4章機　関
（役員）
第9条本会の事業を遂行するために次の役員を置く。
L　会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
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（役員の選出）
第10条
1．会長：理事の中から互選する，
2．事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て
委嘱する・
3．理事：総会において会員の中から互選する一
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互
選することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する。
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
（役員の任期）
第11条　役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者
の残任期間とする。
（理事会）
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、
議事は出席理事の過半数をもって決する。
（総会〉
第13条会長は、毎年▲回会員の通常総会を招集しなけれ
ばならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分の
1以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、総
会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
　　　　　　　　　第5章会　計
（経費）
第14条本会の経費は、会費、寄付金その他の収入をも
ってあてる。
（予算及び決算）
第15条　本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
31日に終わるものとする。
　　　　　第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正〉
第17条本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総
会出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない。
付則
1．本会会則は、2005年11月27日から施行する。
東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領
「東洋大学社会福祉研究」投稿規程 「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
（2008年6月30日制定） （2008年6月30日制定）
1．　投1高資i各
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員と
する。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断に
よって投稿を受理できる。
1）編集委員会において特別に依頼する場合。
2．原稿の種類
1）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料と
する。
2）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内
容が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中
の論文がある場合、投稿者は必ず当該論文のコピーを
添付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定
する。
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、
解題・解説を付けることが必要である。
3．原稿の枚数
1）原稿は原則として400字詰め原稿用紙換算30枚
（12，000字、図表を含む）以内とする。
4．原稿の採否
　1）原稿の採否、ならびに論文修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決
定する。
5．投稿形式
1）投稿は、電子媒体（フロッピー・ディスク等）で
行い、プリントアウトしたハードコピーを添付する。
6．要旨・キーワード
1）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキー
ワードをつける。
7．執筆要領・執筆要領
1）編集委員会においてその内容を検討し決定する。
8．提出論文の取り扱い
1）自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず
返却しない。
9．投稿締切
1）投稿の締切は毎年3月末日とする。
1．要旨
1）要旨は、できあがり1頁以内とする，
2）5つ以内のキーワードをつける。
2．ワープロ入力上の注意
1）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として
（A4判、横書き）1ページ全角40字×40行で印字する
（空白部分は，上記分量に含まない）。ただし、英数字
は原則として半角とする．
2）拡大文字・特殊文字・文字飾り・罫線・制御記号など
も、プリントアウトした原稿で指示する。
3）改行以外の個所は、続けて入力すること。
3．図表
1）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力する
か、あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位
置はプリントアウトした原稿に指示する。
2）図表は、A4判で、例えば［／4ページの場合400字、
1／2ページの場合800字として換算する。
3）図表には，通し番号（図表1、図表2）でタイトル
をつける。その場合、図表ごとに別紙（別ファイル）
に作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が出版
物からの引用の場合は出典を明記し、必要に応じて著
作権者の許諾を得なくてはならない。
4．注
1）本文中の該当箇所に、右肩上付きで「D、2）、
3）、＿」と順に示し，「注」自体は本文の後に一括して
記載する．
5．参考文献
1）注の後に一括して記載する（著者名のアルファベ
ット順）。文献挙示の方法については，「社会福祉学」
投稿規程に準ずるものとする。
6．校正
1）著者校正は1回（初校）のみとし、誤字、脱字の訂
正以外は、原則として認めない。
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◆編集後記◆
　196gfF、昭和44年11月、今日から39年程前、東洋大学社会福祉学会は創建されました。
社会では「ベトナム反戦運動」が盛上がり、全国の数多くの大学で「紛争」があり、東大
安田講堂の学生たちによる「封鎖」が解除された年です，世の中のすべてのものが「熱い」
時代でした。
　そして、それから36年が過ぎた2005年ll月、創建者たちの熱い志を引き継ぎ、休眠状態
にあったこの学会を再建せんとする有志たちによって、再建第1回大会が開催されました。
　それから、3回の大会を経て、この8月の第4回大会を前に機関誌「社会福祉研究」創刊
号の発行にこぎつけました。
　この40年の歴史の中で、社会は大きく変化し、私たちアカデミアの体制も変わりました。
しかし、社会福祉の活動と研究が果たす社会的役割はけしてその基礎において変わること
なく、ますます大きなものになっています。
　社会福祉を学び、研究する者たちや現場で実践する者たちの「交流」の場として、この
学会と機関誌が、絶えることなく、発展することを願って編集後記といたします。
　最後に創刊号刊行にあたり、ご寄付を頂戴いたしましたことをご報告申し上げるととも
に、発行に際し、ご尽力くださった皆さん、関係者に合わせて、心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（須田）
2008年7月
「東洋大学社会福祉研究」編集委員会
　　　小林　良二（機関誌担当理事）
　　　須田木綿子（機関誌担当理事）
　　　金子　光一（事務局長）
　　　川原　恵子
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編集後記／創立大会記念写真日969年1げD
東洋大学社会福祉学会を創立した先人たち（1969年11月、第1回大会）
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